
706 核医学　　26巻5号（1989）

へ～、、、、、～w～A】A」【∪ ．N．NN“、、、、、、、、～

一　般　演　題

1．血中TSH測定法の比較検討
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して，他の検査よリ非常に鋭敏であることが示唆された．

したがって，肝描出症例全例について必ず脂肪肝の腹部

超音波所見が得られないと考えられる．133Xeによる肝

描出所見によって肝機能検査上異常がなくても，潜在的

な肝臓への脂肪沈着を評価できると考えられろ．

　血中TSH測定法の比較とIMx　TSH測定法の基礎的

ならびに臨床的検討を報告した．IMx　TSHの基礎的検

討においては，同時および日差再現性の変動係数は，そ

れぞれ，2．3～3．5％，100．2～101．8％で，希釈試験では原

点に向かう直線が得られ，最低検出濃度は0．1μU／m1で

あった．LH，　FSHとは，1，000　mIU／mlまで，　HCGと

は300mlU／m1まで交差は認めず，また，アルブミン添

加による測定系への影響は認めなかった．健常者のTSH

濃度はIMx　TSHでは，平均143μU／mlで，正常範囲

は0．36～3．8μU／m1であり，デルフィアTSH，ケミル

ミTSH，　EIA，　RIA・gnost　TSHと同じく未治療バセド

ウ病患者との勤1］が可能であったが，妊娠第1期では，

第2，3期と比べケミルミTSHとともに有意に低値であ

った．RIA－gnost　TSHとIMx　TSH，デルフィアTSH，

ケミルミTSH，　EIAとはそれぞれ有意な正相関を認めた．

上記の高感度TSH測定法は，　TSH低濃度域での臨床応

用に有用と考えられた．

2．133X“肺換気検査における肝描出例の検討
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　Xe肺機能検査の際，肝臓に一致してXeのi集積をみ

ることがある．そこで今回われわれは，当科で行われた

Xe肺機能検査より，肝描出症例を選び，検討した．

　対象は当科症例216例である．方法は被験者を座位と

し，133Xeを3分間吸入させた後，洗い出し相を7分

間記録した．1フレーム2秒でコンピュータに入力し，

データ解析を行った．これらの症例について以下の結果

を得たので検討する．高度描出12例（5．6％），軽度肝描

出21例（9．7％），肝描出と肥満の相関はあまりなく，肝

描出と肝機能異常，高脂血症との相関がみられた．

　Xe肺機能検査時の肝描出は，肝臓への脂肪沈着に対

3．高血圧性被殻出血のSPECT
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　高血圧性被殻出血の機能予後についてわれわれの施設

で検討した結果，内科的治療例と比較して外科的治療例

（血腫除去術）の方の機能予後が悪い傾向が認められたた

めその機能予後不良の原因を検討するために高血圧性被

殻出血20例に1231－IMP　SPECTを施行し検討した・

　1結果］そのSPECT所見は，1）内科的治療例で血腫

量20m1以下の症例では血腫部位に限局した低灌流域を

認めるのみであった．2）内科的治療例で血腫量が20m1

以上の症例では，血腫および血腫周辺部の低灌流域が認

められるが，経過とともにその範囲は縮小してくる．

3）外科的治療例では，基底核部から皮質にかけてCTで

認められる血腫痕跡よりもかなり広範な低灌流域が認め

られた．

　【考察］SPECT所見より外科的治療例では手術侵襲

の影響と思われる基底核部から皮質まで含む広範囲の血

流障害とともに組織活性の障害の存在が示唆された．そ

のため治療方針，特に手術の適応には慎重な決定が必要

であると思われた．

4．脳動脈瘤術後の1－1231MP　SPECTとX線CTに

　　よる検討
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　脳動脈瘤の手術成績は，近年飛躍的に向上したが，術

後4日から14日頃に約20％の患者に認められる血管攣
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